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する 26名を対照群，骨格性反対校合を主訴とする 24 名を患者群とした。
筋電図の記録・解析:各被検者に坐位で自然頭位をとらせ中心校合位で 2秒間できるだけ強い力で噛みしめを行わせ
右側の側頭筋前部，側頭筋後部および校筋浅部より双極誘導より筋電図を記録した。被検動作は前方，垂直および後方





























かった。モーメントアームの長さについて，患者群は対照群と比較して， LA および LB が有意に大きかった。
重回帰分析の結果，対照群では校筋浅部の前方および垂直噛みしめ時における筋活動レベルと ITIsum との間に，ま
た患者群では側頭筋前部および側頭筋後部の垂直ならびに後方噛みしめ時ならびに佼筋浅部の前方および垂直噛みし
め時の筋活動レベルと ITIsum との聞に童相関係数および重回帰式の係数の有意性が認められた。 ITIsum との間に有
意性が認められたすべての筋放電活動は上顎第 l および第2大臼歯の校合緊密度指数との間にも有意の正の相関が認め
られた。
以上より，骨格性反対校合者では垂直噛みしめ時の閉口筋の筋活動量が正常校合者と比較して低下しており，側頭筋
前部および校筋浅部において方向に対する特異性が認められなかった。その原因は臼歯部，特に大臼歯部における校合
緊密度の低下によるものであることが本研究により示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，良好な校合を呈する成人女子および骨格性反対校合を呈する成人女子について，噛みしめ方向を変化させ
た時の側頭筋ならびに校筋浅部の筋活動量を比較検討しさらに，上下歯の校合接触状態および校合力の発現に関する
側面位頭部X線規格写真上での力学的変量と筋活動量とが，どの様な関連性を有するかを検討したものである。その結
果，骨格性反対校合者では，良好な校合を呈するものと比較して，垂直噛みしめ時の側頭筋ならびに攻筋浅部の活動量
が低下しており，また，側頭筋前部および佼筋浅部において，噛みしめ方向に対する特異性が認められなかった。その
原因は，力学的変量によるものではなく，臼歯部特に大臼歯部における校合の緊密度の低下によるものであることをは
じめて明らかにした。本研究で得られた知見は，骨格性反対校合者の校合の改善の必要性を機能的観点から示唆するも
のであり，博士(歯学)の学位を得る資格があるものと認める。
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